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1 子どもの日常生活と関連づけること

以前に，ある小学校で障害理解の授業を参

観させてもらいました。

概要は，体育館に設定されたコースを使っ

て，アイマスクをした児童に対して他の児童

が歩行ガイドをし． 自分たちでその方法を試

行錯誤しながら「障害」の疑似体験をしたり，

支援の方法を学習するというものでした。

授業の終わりに児童たちから出た感想は

｢目が見えなくて怖か．った」 「障害があるとと

ても大変」 「不自由な人を手伝いたい」とい

ったものが多くを占めていました。

こうした疑似体験型の障害理解の授業はよ

く行われているものでもあります。

障害理解教育に初めて取り組む際には，障

害のある人の視点で考えることを特に意識し

た授業を考える教師も少なくないでしょう。

もちろん， この視点は欠かせないものです。

ただ，授業者が明確に意識しておかなければ

ならないことがあります。

それは，授業を受けた子どもたちの意識に，

障害に関わる一側面にすぎない「不自由さ」

や「大変さ」ばかりの印象を残すような授業

にならないように， ということです。

これを避けるためには，たとえば本例にあ

るような授業では，まず，視覚障害のある人

たちが， どうやって周囲の情報を把握しなが

ら歩行しているのかを考えさせて，聴覚から

の情報や，白杖や足底からの触覚情報等への

気づきを促すことから始め，そうした情報を

総合しながら， 「不自由さ」を特に意識せず

に日常生活を送っている人がたくさんいるこ

とを理解してもらいます。その上で，そうし

て毎日の生活を送っている人たちが， どのよ

うな場面で「不自由さ」を感じることになる

のかを考える展開にします。

すると，視覚障害を念頭に聴覚や触覚から

の情報収集が難しいような場面を具体的に考

えることができるようになっていきます。

そこで，次に子どもたちの日常生活と関連

づけながら，実は生活の中で障害のある人の

｢不自由さ」には，私たちが作り出している

事柄（自転車のとめ方，駅や交通機関の中で

集団で大きな声で話すなど）がたくさんある

ことにつなげるようにするのです。子どもた

ちが， 自分も障害に関わる「不自由さ」を生

み出していることがあるという視点をもてる

ようにすることがポイントです。

つまり，障害理解は，単に「障害をもって

いる人＝不自由がある人」ととらえるのでは

なく，子どもたちが自分自身の生活や社会を

見る力を育て， 自らの生活と障害との関わり

を意識できるようにすることが欠かせないの

です。

こうした社会的な視点からの障害のとらえ

方の重要性については，多くの教師が「何を
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